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 脳主幹動脈の支配領域の境界に生じる境界領域梗塞は、内頸動脈高度狭窄に合併する
ことが多く、従来血行力学的な発症機序が想定されてきた。しかし近年、境界領域梗塞
に塞栓症の機序が強く関与しているという報告がなされている。すなわち塞栓症によっ
て境界領域梗塞が生じる機序として、灌流圧の低い境界領域における微小塞栓の洗い出
しの低下がその一因として注目されている。 
 我々は、蛍光microsphere をマウスの一側内頸動脈から注入してその脳内分布を分析
し、境界領域梗塞における塞栓性の機序について検討した。 
麻酔下に6～8週齢の雄性C57BL/6マウスを用い、1）総頸動脈（Common carotid artery: 
CCA）結紮を行わず左外頸動脈（External carotid artery: ECA）にカテーテルを挿入し、
ECAを経由して内頸動脈（Internal carotid artery: ICA）に塞栓子を注入した通常灌流圧群
（n=5）と、2）左CCA結紮後、CCAにカテーテルを挿入し、分岐部まで進め、ICAに塞
栓子を注入した低灌流圧群（n=7）の2群で灌流圧低下が塞栓の分布に与える影響を比較
検討した。また、直径13,24,40,69 mの4種類の蛍光microsphereを塞栓子として用い、塞
栓子の粒子径が分布に与える影響についても検討を行った。塞栓子は、1×10⁵ 個/mlの濃
度で生理食塩水に懸濁し、0.05 mlを注入した。屠殺後に蛍光顕微鏡下で脳表での分布を
観察した。境界領域は、コントロールのマウスのCCAから1 mlの墨汁を注入後、脳を摘
出し脳表の中大脳動脈と前大脳動脈の接合部、中大脳動脈と後大脳動脈の近接部を同定
して設定した。 
 microsphere の境界領域への分布率（通常灌流圧群vs低灌流圧群 %; mean±SD）は、
31.1±7.0 vs 31.6±14.2（粒 子 径13m）、56.2±15.7 vs 58.7±7.4（24m）、38.3±6.4 vs 
40.4±12.3（40m）、11.6±11.0 vs 14.2±12.8（69m）だった。通常灌流圧群、低灌流圧
群のいずれでも粒子径 24 m は他の3群と比較して、境界領域に有意に多く分布していた
（p＜0.05; ANOVA）。また、全ての粒子径で、通常灌流圧群と低灌流圧群の間に有意な
差はなかった。 
 本研究において、我々が使用したマウスの境界領域近傍の血管径は29.1±3.8m（n=3）
であった。境界領域近傍の血管径に近い24mの microsphere が境界領域に有意に多く集
積しており、境界領域梗塞に塞栓性の機序が関与している可能性が示唆された。また、
本モデルでは、塞栓子の分布パターンはCCA結紮による灌流圧低下には影響されず、粒
子径と血管径によって規定されることが示唆された。 
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